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抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

決 議 １件

○国際リニアコライダー の誘致実現を

求める決議

意見書 ７件

○私学助成の充実強化に関する意見書

○学校における空調設置の促進に関する意見

書

○児童虐待防止対策のさらなる強化を求める

意見書

○東日本大震災被災地の子どもを支援する事

業の充実を求める意見書

○東日本大震災の被災者の心のケア対策の継

続的な財政支援を求める意見書

○地域住民の安心・安全を確保する交番施設

等のセキュリティー対策強化に関する意見

書

○主要農作物の種子の安定供給・品質確保に

関する意見書

可決・認定・同意した
知事提出議案 件

○平成 年度宮城県一般会計補正予算

○平成 年度宮城県一般会計決算及び各特別

会計決算の認定について

＜附帯意見＞「平成 年度決算書の工業用水

道事業会計の未処分利益剰余金の処分額の記

載に誤りがあったことが判明し、平成 年度

決算書の『Ⅵ平成 年度宮城県工業用水道事

業注記表』において、平成 年度決算書中の

多くの関連箇所を訂正するに至ったことは、

極めて遺憾である。今後は、このようなこと

が生じることのないよう、再発防止策を講ず

ること」ほか

採択した請願 １件

○政府及び国会に対し私学助成に関する意見

書の提出を求めることについて

不採択となった請願 ５件

○宮城県独自の学級編制弾力化事業を拡大

し、公立小・中学校全学年で 人以下学級

の実施及び特別支援学級の編成基準を８名

から６名に改善することを求めることにつ

いて ほか
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大震災復興調査特別委員会予算特別委員会
月５日 委員８人による総括質

疑を行い その後 各分科会での審査

を経て 平成 年度宮城県一般会計

補正予算等を可決した。

総括質疑者 仁田和廣 安部孝 自

由民主党・県民会議 すどう哲 みや

ぎ県民の声 大内真理 日本共産党

宮城県会議員団 遠藤伸幸 公明党

県議団 熊谷義彦 社民党県議団

渡辺忠悦 無所属の会 吉川寛康

世紀クラブ

決算特別委員会
月４日に設置し、委員長に中沢

幸男委員（自由民主党・県民会議）、

副委員長に佐々木功悦委員（みやぎ

県民の声）を選任した。

月 日に委員９人による総括質

疑を行い、その後、各分科会での審

査を経て、平成 年度宮城県一般会

計決算及び各特別会計決算等を認定

・可決した。

総括質疑者 村上智行 深谷晃祐

横山隆光 自由民主党・県民会議 ゆ

さみゆき みやぎ県民の声 角野達

也 日本共産党宮城県会議員団 庄

子賢一 公明党県議団 熊谷義彦 社

民党県議団 菅間進 無所属の会

吉川寛康 世紀クラブ

大震災復興調査特別委員会は、８

月 日に、吉野復興大臣（当時）や

県関係国会議員に対し、震災からの

復旧・復興対策について要望活動を

行った。

前日 日には 東京電力ホールデ

ィングス株式会社福島復興本社を訪

問し 福島第一原子力発電所事故に

起因する被害への迅速かつ十分な対

応及び原発事故の早期完全収束を求

める要請書 を提出した‖写真‖

月２日には、この要請に対する

回答書を同社から受け取ったが、原

発事故による諸課題の解消に向け、

今後とも責任を全うするよう強く求

めた。
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常任委員会
今定例会での主な審査議案は次の

とおり。

○総務企画委員会 審査議案 職員

の特殊勤務手当に関する条例の一部

を改正する条例など８議案及び請願

１件

○環境生活農林水産委員会 審査議

案 再生可能エネルギー等の導入促

進及び省エネルギーの促進に関する

基本的な計画の変更についてなど３

議案

○保健福祉委員会 審査議案 介護

医療院の人員、施設及び設備並びに

運営に関する基準を定める条例など

２議案

○経済商工観光委員会 審査議案

なし

○建設企業委員会 審査議案 工事

請負変更契約の締結について（鹿折

川護岸等災害復旧工事（その２））

など 議案

○文教警察委員会 審査議案 財産

の取得について（操船シミュレータ

一式）など２議案及び請願５件

９月定例会閉会日の 月 日、中

島源陽議長が記者会見を行った。

会見の初めに、各地で相次ぐ災害

に触れ、亡くなられた方々への御冥

福と、被災された方々へのお見窑い

の言葉を述べた中島議長は、９月定

例会を振り返って「今定例会では、

次世代放射光施設の土地造成等への

助成費を含む総額 億円余の補正予

算が可決されるとともに、平成 年

度決算が認定されたが、県監査委員

の決算審査意見書で指摘されている

ように、復興事業において多額の予

算繰り越しが発生していることか

ら、復興に遅れが生じないよう、県

執行部の適正な予算執行について県

議会としても注視していきたい」と

語った。

また、政務活動費に関して、収支

報告書に加えて領収書等のインター

ネット公開を８月 日から開始した

ことについて、議員活動への理解が

進むことへの期待とともに、今後も

県議会として透明性の確保に努めて

いく考えを述べた。

宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

Ｅメール ｌｇ

みやぎ県議会だより へのご意見・ご感想をお寄せください⊂⊂⊂⊂⊇
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●議会中継のご案内

スマートフォンや

タブレット端末で議

会中継をご覧いただ

けるようになりまし

た。ＱＲコードのア

クセスはこちらから

県議会からのお知らせ

●ラウンジコンサート

県議会では、年４回の定例会開会

日に「ラウンジコンサート」を開催

しています。入場は自由ですので、

ぜひご来場ください。

◇次回コンサートの開催予定

・日時／ 月26日（月）午後０時

分～ 分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／ （ギター弾き語り）

●傍聴のご案内

本会議、各委員会は手続きの上、

傍聴できます。

▷お問い合わせ先 宮城県議会事務

局総務課 0222113571

●ホームページのご案内

定例会の日程や会議録、議会中継

等をご覧いただけます。

議長記者会見

編集・発行 宮城県議会広報委員会

290222113592

〒980228570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

平成 年
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間
の
会
期
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開
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た
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東
北
大
青
葉

山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仙
台
市
青
葉
区
）
へ
の
建
設
が
決
ま
っ
た
次
世
代
型
放
射
光
施
設
の
土
地
造
成
費
な
ど
５
億
４
０
０
０
万

円
が
含
ま
れ
た
。
代
表
質
問
、
一
般
質
問
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
や
震
災
伝
承
を
は
じ
め
、
観
光
振
興
、
学
校
教

育
環
境
整
備
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

○
代
表
質
問
（
３
人
）

▽
細
川
雄
一
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
県
政
の
諸
課
題
に
つ

い
て
、
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
、

看
護
師
不
足
と
歯
と
口
腔
の
健
康

推
進
に
つ
い
て
、
教
育
の
諸
課
題

に
つ
い
て
▽
藤
原
の
り
す
け
（
み

や
ぎ
県
民
の
声
）
知
事
の
政
治
姿

勢
に
つ
い
て
、
格
差
拡
大
と
分
か

ち
合
い
の
経
済
に
つ
い
て
、
地
球

温
暖
化
と
集
中
豪
雨
に
つ
い
て
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に
つ
い

て
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
▽
内
藤

隆
司
（
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議

員
団
）
水
道
事
業
の
「
民
間
化
」

に
つ
い
て
、
談
合
問
題
と
入
札
制

度
の
改
善
に
つ
い
て
、
災
害
対
策

に
つ
い
て
、
放
射
能
汚
染
物
質
処

理
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
佐
々
木
幸
士
（
自
由
民
主
党

・
県
民
会
議
）
サ
マ
ー
タ
イ
ム
導

入
と
学
校
の
エ
ア
コ
ン
導
入
に
つ

い
て
、
幼
児
教
育
と
特
別
支
援
教

育
の
振
興
に
つ
い
て
、
み
や
ぎ
こ

ど
も
育
英
基
金
と
交
通
遺
児
等
教

育
手
当
に
つ
い
て
▽
渡
辺
勝
幸

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
県

内
各
分
野
に
お
け
る
地
域
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
に
つ
い
て
、
外
国
人
材

の
受
け
入
れ
推
進
と
そ
の
課
題
に

つ
い
て
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
本
県
が
推
進
す
る

観
光
政
策
に
つ
い
て
▽
坂
下
賢

（
み
や
ぎ
県
民
の
声
）
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て
、
が
ん
対
策
に
つ

い
て
、
石
巻
港
整
備
に
つ
い
て
、

第

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
に
つ
い
て
、
石
巻
圏
域
に
お
け

る
諸
課
題
に
つ
い
て
▽
吉
川
寛
康

（

世
紀
ク
ラ
ブ
）
震
災
復
興
と

地
方
創
生
に
つ
い
て
、
健
や
か
で

逞
（
た
く
ま
）
し
い
「
宮
城
っ
子
」

の
育
成
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
在
り
方
に
つ

い
て▽

三
浦
一
敏
（
日
本
共
産
党
宮

城
県
会
議
員
団
）
今
日
の
災
害
問

題
と
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
、
女

川
原
発
に
つ
い
て
、
石
巻
の
諸
問

題
に
つ
い
て
、
「
創
造
的
復
興
」

は
本
当
に
評
価
で
き
る
か
▽
村
上

久
仁
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、

障
が
い
者
、
難
病
患
者
等
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
方
々
の
働

き
方
に
つ
い
て
、
仙
台
空
港
運
用

時
間
延
長
に
つ
い
て
、
東
日
本
大

震
災
復
興
後
の
県
内
産
業
成
長
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
▽
中
山
耕

一
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
、
待
機
児
童
解
消

の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
、
県
道

大
衡
仙
台
線
の
整
備
に
つ
い
て
▽

境
恒
春
（
み
や
ぎ
県
民
の
声
）
気

仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の
復
興
の
諸

課
題
等
に
つ
い
て
、
部
活
動
指
導

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に
つ
い
て

▽
庄
田
圭
佑
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
観
光
振
興
に
つ
い
て
、

農
業
振
興
と
海
外
販
路
拡
大
に
つ

い
て
、
県
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て

▽
佐
々
木
喜
藏
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ

ウ
テ
ィ
ス
タ
号
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
重
要
物
流
道
路
の
活

用
に
つ
い
て
▽
福
島
か
ず
え
（
日

本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
）「
人

間
の
復
興
」
と
い
う
視
点
か
ら
の

検
証
、
優
生
手
術
被
害
者
へ
の
支

援
と
障
が
い
者
差
別
の
根
絶
、
人

権
尊
重
の
た
め
の
県
の
役
割
、
貞

山
運
河
の
利
活
用
と
周
辺
集
落
へ

の
支
援
▽
佐
々
木
賢
司
（
自
由
民

主
党
・
県
民
会
議
）
児
童
虐
待
防

止
と
親
の
学
び
場
に
つ
い
て
、
芸

術
・
文
化
振
興
に
つ
い
て
、
障
が

い
者
就
労
に
向
け
た
企
業
支
援
に

つ
い
て

▽
横
山
の
ぼ
る
（
公
明
党
県
議

団
）
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
、

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
農
業
等

諸
施
策
に
つ
い
て
▽
遠
藤
隼
人

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
安

心
、
安
全
な
県
民
生
活
に
つ
い
て
、

我
が
県
の
観
光
に
つ
い
て
、
我
が

県
の
教
育
に
つ
い
て
▽
高
橋
宗
也

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
防
災

対
策
に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
「
復

興
」
五
輪
に
つ
い
て
▽
岸
田
清
実

（
社
民
党
県
議
団
）
上
工
下
水
一

体
官
民
連
携
運
営
事
業
に
つ
い

て
、
女
川
原
発
に
か
か
わ
る
広
域

避
難
計
画
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

つ
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
つ
い
て

９月定例会の本会議
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観
光
振
興
で
議
員
は
、

月

に
気
仙
沼
、
東
松
島
両
市
に
開

設
さ
れ
た
韓
国
版
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
「
宮
城
オ
ル
レ
」
に
つ
い
て

「
東
ア
ジ
ア
に
加
え
、
国
内
や

欧
米
豪
に
誘
客
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
海
外
や
国
内
既
存

オ
ル
レ
と
の
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
質

問
。
知
事
は
「
県
観
光
連
盟
が

ア
ジ
ア
・
ト
レ
イ
ル
ズ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
運
営
委
員
に
就
任
し

世
界

カ
国
、

団
体
と
の
連

携
強
化
を
進
め
て
い
る
。
世
界

五
大
陸
の
ト
レ
イ
ル
団
体
に
よ

る
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
イ
ル
ズ
・

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
の
連
携
も

進
め
る
。
九
州
オ
ル
レ
と
の
連

携
も
強
化
す
る
」
と
答
え
た
。

「
オ
ル
レ
の
魅
力
を
宮
城
か

ら
発
信
し
、
東
北
オ
ル
レ
へ
と

発
展
さ
せ
て
は
ど
う
か
」
「
季

節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
は
」
と
の

質
問
も
あ
っ
た
。
知
事
は
「
東

北
全
体
に
広
げ
た
い
。
東
北
で

ブ
ー
ム
と
し
、
海
外
か
ら
の
誘

客
に
も
つ
な
げ
た
い
」と
答
弁
。

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
「
済
州
、
九
州
オ
ル
レ
を

参
考
に
数
多
く
実
施
し
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
た
。

議
員
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
体
験
型
旅
行
商
品
の
仙
台
・

松
島
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
お
け
る
開
発
状

況
は
ど
う
か
」
と
質
問
。
知
事

は
「
９
月
に
日
本
酒
と
す
し
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
ツ
ア
ー
な
ど
を

販
売
し
た
。

月
に
は
松
島
湾

の
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
や
秋
保
地

区
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
芋
煮

ツ
ア
ー
な
ど
新
た
な
体
験
型
旅

行
商
品
を
販
売
す
る
予
定
と
聞

い
て
い
る
」
と
答
え
た
。

震
災
で
被
災
し
た
沿
岸
部
の

交
流
人
口
回
復
で
議
員
は
「
震

災
前
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
な

い
沿
岸
被
災
地
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

復
興
を
達
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
と

年
次
目
標
は
ど
う
か
」と
質
問
。

知
事
は
「
沿
岸
部
の
観
光
客
入

り
込
み
数
を
平
成

年
度
ま
で

に
８
０
５
万
人
と
す
る
の
が
目

標
。
宮
城
オ
ル
レ
な
ど
で
地
域

観
光
資
源
の
魅
力
を
向
上
さ

せ
、
地
域
が
主
体
的
に
新
た
な

観
光
資
源
を
生
み
出
す
体
制
を

構
築
し
た
い
。
復
興
ツ
ー
リ
ズ

ム
も
推
進
す
る
」
と
述
べ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支

援
で
は
孤
独
死
の
防
止
に
も
つ

な
が
る
災
害
公
営
住
宅
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た
。
議
員
は
「
防

災
訓
練
な
ど
を
住
民
同
士
の
見

守
り
、
助
け
合
い
に
つ
な
げ
た

り
、
役
員
の
負
担
軽
減
な
ど
の

環
境
整
備
な
ど
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
」
と
質
問
。

知
事
は
「
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
に
は
一
定
の
時

間
と
支
援
が
必
要
。
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
支
援
事
業
を

通
じ
、
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
へ
の

助
成
や
運
営
上
の
問
題
解
決
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
な

ど
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
後
も

支
援
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。

議
員
は
「
気
仙
沼
市
や
南
三

陸
町
で
高
齢
者
の
孤
独
死
が
続

い
て
い
る
。
対
策
を
ど
う
講
じ

る
の
か
」
と
質
問
し
た
。
知
事

は
「
市
町
村
で
は
配
食
サ
ー
ビ

ス
と
い
っ
た
生
活
支
援
や
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
民
間
企
業

と
協
力
し
た
見
守
り
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
を
市
町
村
と
連
携
し

て
進
め
た
い
」
と
答
え
た
。

大
規
模
な
災
害
公
営
住
宅
に

生
活
支
援
員
の
常
駐
配
置
を
求

め
る
声
も
あ
っ
た
。
議
員
は
「
気

仙
沼
市
は
災
害
公
営
住
宅
内
に

相
談
室
を
設
置
し
、
生
活
支
援

員
を
常
駐
さ
せ
て
い
る
。
他
市

町
で
も
で
き
る
よ
う
に
県
の
財

政
支
援
を
求
め
る
が
ど
う
か
」

と
質
問
し
た
。
保
健
福
祉
部
長

は
「
常
駐
の
判
断
は
被
災
市
町

が
行
う
。
費
用
は
被
災
者
支
援

総
合
交
付
金
が
財
源
に
な
る
。

常
駐
配
置
を
行
う
市
町
へ
の
財

源
措
置
を
引
き
続
き
国
に
要
望

し
て
い
く
」
と
答
え
た
。

「
県
外
避
難
者
の
帰
郷
支
援

強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
現

状
と
今
後
の
対
応
方
針
は
」
と

の
質
問
に
は
、
知
事
が
「
ピ
ー

ク
時
の
９
２
０
６
人
か
ら
１
８

８
人
に
減
少
し
た
。
現
在
の
県

外
避
難
者
は
、
時
間
の
経
過
で

住
ま
い
や
就
業
、
子
ど
も
の
教

育
な
ど
の
課
題
が
複
雑
化
し
て

い
る
人
が
多
い
。
個
別
課
題
に

応
じ
た
情
報
提
供
や
相
談
に
よ

り
一
層
努
め
る
」
と
答
え
た
。

震
災
で
親
を
失
っ
た
子
ど
も

に
奨
学
金
を
支
給
す
る
「
み
や

ぎ
こ
ど
も
育
英
基
金
」
で
は
、

「
増
額
を
含
め
た
制
度
拡
充
の

時
期
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
」

と
質
問
。
知
事
は
「
来
年
４
月

か
ら
の
見
直
し
を
念
頭
に
、
給

付
額
の
増
額
や
大
学
院
生
ま
で

の
対
象
拡
大
な
ど
の
観
点
か
ら

検
討
し
て
い
る
」
と
の
方
針
を

示
し
た
。
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∪
∪
∪
∪
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪

深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
問
題

へ
の
対
応
で
議
員
は
「
宮
城
の

子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育
て
、
守

っ
て
い
く
の
か
。
仙
台
市
、
県

警
と
３
者
協
定
を
結
ん
だ
と
の

こ
と
だ
が
、
見
解
と
決
意
を
併

せ
て
ど
う
か
」
と
質
問
し
た
。

知
事
は
「
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
は
県
政
の
重
要
課
題
で
あ

り
使
命
。
４
月
に
児
童
相
談
所

職
員
と
し
て
初
め
て
警
察
官
を

配
置
し
た
ほ
か
、
７
月
に
は
仙

台
市
、
県
警
と
３
者
間
で
情
報

提
供
な
ど
に
関
す
る
協
定
を
結

ん
だ
。
緊
密
に
連
携
し
虐
待
防

止
と
安
全
確
保
に
取
り
組
む
」

と
し
た
。

ま
た
「
我
が
県
の
子
ど
も
の

貧
困
問
題
に
対
す
る
所
見
は
」

と
質
問
。
知
事
は
「
依
然
と
し

て
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
児

童
生
徒
は
全
体
の
約

％
、
２

万
人
前
後
で
推
移
す
る
な
ど
憂

慮
す
べ
き
事
態
だ
。
震
災
が
子

ど
も
た
ち
の
成
育
、
教
育
環
境

に
与
え
た
影
響
に
も
長
期
的
に

配
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
答
え
た
。

「
子
ど
も
の
食
を
守
る
『
子

ど
も
食
堂
』
の
認
知
度
向
上
に

一
覧
表
の
学
校
配
布
な
ど
を
し

て
は
ど
う
か
」
と
の
質
問
も
あ

っ
た
。
知
事
は
「
子
ど
も
食
堂

立
ち
上
げ
講
座
を
開
講
す
る
な

ど
地
域
で
の
役
割
や
認
知
度
向

上
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
実

施
団
体
か
ら
了
承
が
得
ら
れ
た

も
の
か
ら
順
次
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
一
覧
表
配

布
に
つ
い
て
も
市
町
村
と
連
携

し
進
め
て
い
く
」
と
答
え
た
。

県
立
高
校
、
県
立
特
別
支
援

学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
で
議
員
は
「
整
備
の
検

討
状
況
と
課
題
、
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
か
」
と
質
問
。
知
事

は
「
現
在
、
空
調
設
備
の
な
い

県
立
高
校
の
普
通
教
室
へ
の
設

置
費
用
は
約

億
円
。
維
持
管

理
費
は
年
間
２
億
円
に
上
る
。

あ
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
多
額
の
予
算
が
必
要
で
、

財
政
的
に
困
難
と
考
え
る
」
と

答
弁
。
特
別
支
援
学
校
の
普
通

教
室
に
つ
い
て
は
「
国
の
補
助

の
動
向
を
見
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
早
く
整
備
を
す
す
め
た

い
」
と
答
弁
し
た
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
議
員
は
「
小

学
６
年
生
で
は
仙
台
市
を
除
く

県
平
均
が
５
科
目
す
べ
て
全
国

位
台
と
低
迷
し
て
い
る
。
結

果
の
認
識
と
課
題
、
今
後
の
取

り
組
み
は
」
と
質
問
。
教
育
長

は
「
小
中
学
校
と
も
全
国
平
均

に
届
い
て
お
ら
ず
、
大
き
な
課

題
だ
。
（
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
結
果
を
示
し
た
）
大
河
原
町

の
取
り
組
み
な
ど
学
習
習
慣
の

定
着
を
図
る
好
事
例
を
広
く
発

信
し
な
が
ら
、
県
内
各
市
町
村

に
指
導
の
改
善
と
充
実
を
強
く

促
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

オ
ル
レ

誘
客
の
軸
に

観
光
振
興

海
外

国
内
の
連
携
求
め
る

虐
待
や
貧
困

対
応
た
だ
す

⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

県
立
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備

普
通
教
室
設
置
拡
充
を

孤
独
死
防
止

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進

災害公営住宅

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

震
災
伝
承

被
災
地
連
携
し

検
証
と
発
信
を

震
災
伝
承
の
進
め
方
に
つ
い

て
議
員
は
「
震
災
か
ら

年
目

の
２
０
２
０
年
に
、
県
内
の
被

災
地
と
連
携
し
て
、
震
災
と
復

興
を
検
証
す
る
『
復
興
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
な
ど
を
県
と
し
て
開
催

し
、
世
界
に
発
信
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
質
問
し
た
。

知
事
は
「
教
訓
を
生
か
し
、

防
災
対
策
を
強
化
す
る
に
は
震

災
と
復
興
を
検
証
し
、
広
く
伝

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
来
年

月
に
仙
台
市
を
会
場
に
開

催
、
今
後
も
隔
年
開
催
さ
れ
る

世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
県

内
被
災
地
の
情
報
発
信
や
交

流
、
震
災
と
復
興
を
検
証
す
る

機
会
と
し
て
有
意
義
な
も
の
に

な
る
よ
う
、
東
北
大
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
た
。

石
巻
市
南
浜
地
区
に
２
０
２

０
年
度
完
成
を
予
定
す
る
石
巻

南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
の
中

核
施
設
で
は
「
全
県
の
津
波
伝

承
を
残
す
べ
き
で
は
」と
質
問
。

知
事
は
「
国
が
整
備
す
る
中

核
施
設
に
、
県
が
東
日
本
大
震

災
の
被
災
状
況
や
震
災
遺
構
な

ど
を
一
元
的
に
紹
介
す
る
展
示

を
整
備
す
る
。
訪
れ
た
人
を
県

内
各
地
の
震
災
関
連
施
設
に
誘

導
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
と
し
た

い
」
と
の
方
針
を
示
し
た
。


